
食品の安全を取り巻く状況

　経済の発展に伴い、我が国は質量ともに豊かな食生活を手に入れてきました。特に物流の

発展によって、世界各国から多種多様な食品を輸入することが可能になり、世界中の食を亨

受できるようになってきています。一方、食品の生産から消費までの過程（フードチェーン）は複

雑化し、消費者にとって不透明なものとなってきています。食は、命ある限り、毎日の生活の中

で反復継続して営まれるものであり、その安全性に信頼が置けないことになれば、我々の社会

基盤そのものが脅かされる深刻な事態になると言えます。

（％）

食品の安全性の観点からより不安を感じているもの

」
（食品安全委員会：平成15年 月）より抜粋
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岡山県及び大阪府においてO157食中毒が発生。

近年の食の安全・信頼等に関する主な出来事

食品衛生行政を取り巻く国際的動向
国際的な考え方

フード・チェーンアプローチ
一次生産から消費に至るまでのフード・チェーン全段階で安全を確保することが重要

リスクアナリシス
　事故の対応より予防に重点、安全性評価と管理の機能的分離、利害関係者間の情報や意見交換の推進

コーデックス委員会（Codex Alimentarius Commission:CAC）

●国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）によって1962年に設立された国際政府間組織であって、2006年10月
現在

●主目的は、 と公正な食品貿易の保証であり、食品の国際規格などを作成している。
●委員会を補佐する事務局と執行委員会に加え一般問題部会（10部会）、個別食品部会（11部会）、特別部会（3部会）、地
域調整部会（6部会）がある。

年 月 内　　　　　　容

平 月

ベルギー油脂会社から供給された飼料原料用油脂にダイオキシン
が混入し、ベルギー産鶏肉、鶏卵の需要に影響。

5月

大手乳業メーカー製低脂肪乳等の黄色ブドウ球菌毒素による食
中毒が近畿地方で発生。

平成12年 6 月

ヨーロッパで牛海綿状脳症（BSE）の感染拡大。EU域内において平成12年末～

中国産冷凍ホウレンソウの１割弱が残留農薬基準値（クロルピリ
ホス等）を超過する事実が判明。

12月

中国産養殖エビから未認可の抗生物質が検出され、EUは食肉、海
産物等を輸入禁止。

平成14年 1 月

大手食品メーカーによる牛肉の原産地等の不正表示問題が発覚。
その後、食品の不正表示事件が次 と々表面化。

平成14年 2 月

無登録農薬「ダイホルタン」が違法に輸入、販売、使用され、32都
県で農産物を回収、破棄。

平成14年 8 月

国内で初めてのBSE感染牛が発見され、食肉消費に大きな影響。9月

が発生。5月

月

国内で791 月
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